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計 画 名
　年度～　

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

小学校屋内運動場耐震補強事業

　　地震防災対策特別措置法

年度

２６，８０７人

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

2,610
０．３１人

実   績 目   標

〔様式　１〕

042（769）8281

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

指　標　① 5151

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

基本施策名
施  策  名

第
第

・　対象４１校の中７校実施（向陽小、鶴の台小、鹿
島台小、緑台小、橋本小、大野小、並木小）
　
・　実施率　　　　５１．２％（累計）
・　総事業費　　１０，６４７千円

　　学校教育施設として、児童の生命・身体の安全を確保することはもとより、屋
内運動場が災害時における地域住民の避難場所となることから、新耐震基準（Ｓ
５６.６施行）以前に建築された屋内運動場の耐震性を向上させ、建物の安全性を
確保する。（対象３９棟）

　小学校３９校の児童、
教職員及び周辺の住民

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

　学校教育環境の整備
　　・校舎等の耐震補強

指標式

　要補強屋内運動場のうちの耐震
補強工事実施率

指標名

　　実施学校数（累計）／対象学校数×
１００

10,647

5,641

23,069

０．６７人

0 28,710 13,257

17,190

2,610

11,970

4,210

21,40014,580

０．３１人 ０．５０人

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

14121

政  策  名

事務事業名 事業コード

人間性豊かな子どもを育成します

指　標　②
指　標　③

実   績

４　評価指標

7334
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

　児童の生命・身体の安全性を確
保するとともに、市民の災害時の避
難場所としての安全性を確保す
る。

ゆとりある学校教育の創造
小・中学校教育の充実

担当部課名

主要事業計画対象の有無

学校施設 計画課 班

12

管理部

有



100.0%
1

51.2  ③ e
51.2  f

1

1

1

1

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

1

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

　　屋内運動場を含めて学校施設の安全性を高めることは、小学校教育の充実を
図る上で必要な事業である。

　未実施校はあと１１校であり、順調に
成果をあげている。

成果向上の余地

理由：
　

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

理由：

理由：

理由：

理由：

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ★ ★

７ 総合評価

他自治
体の類
似事業
との比
較

　　県下の各市の実施率は、３０％強であり他市に比較して進捗率は高い。

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

　　地域防災計画の避難所に位置付けられている施設の安全性を高めることにつ
いての理解は得られると考える。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

 

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

 100.0%
 

 
②  c
 d

6

　　市立小学校であるため，市で実施することが妥当である。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

　　地震時において、児童の生命・身体の安全を確保することはもとより、地域住
民の一時的避難所となることから、耐震性の向上を図ることは重要である。

コスト改善余地

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

　　屋内運動場は、学校教育活動の場であるとともに、地域防災計画の避難所と
なることから、その耐震補強工事は重要な事業であると考える。
　　耐震補強工事未実施校はあと11校であるが、早急に実施する必要がある。

　　耐震補強工事を着実に実施するた
めには、これ以上圧縮することは困難で
ある。

見　直　し

≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C
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Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ


